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北海道的品、 32 : 46-54， 2011. 

癌著

歯科矯正学臨床基礎実習に対するループリックの導入試行

佐藤嘉晃l

梶井安史l

山方秀一I

金子知牛戸

岩崎弘志2

山本 i在日百2
日下部豊寿2

古村 学3

菅原市紀I

八若保孝4

金 壮律l

飯田)I[真一郎l

抄 録:北海道大学歯学部の専門教育期に行われる臨床基礎実習のうち， 1'*1科矯正学教室が問、11する

以来礎実習は舌預11弧線、装置作製実習と痕仔IJ分析耐訟断学実習で構成されている.本実習の目標は「歯科矯J!学講義

で官得した基俗的，臨床的知識を基に症例分析法・矯正治疲， t支干し技術を身に付けること」である.このようなも

のは一部パフォーマンス課題と呼ばれるものと考えられるが，従来引の評価法では適正な評価が行われない部分で

ある.昨今，教育カリキェラムがプロセス基盤からアウトカム基殺i¥'1へ移行するに伴い，ポートブォリオなどが

徐々に取り入れられており，パフォーマンス系の課題にも対応可能なもFが知られている.今回われわれは将来的な
ボ」トフォリオ討'1rtliの等入も侃'ilf'1こ人れゐことも踏まえ竹にアウトカムに務Hしたル」ブリァアを実習にて一試行

し，ィミ用性を計価することを U的とした.

長j象lよ干成21年度の 3年次学生(平成22年伎の 4年次字体)，16:'(，とした. これらの学生にふjして行われた占側弧

線装置作製実 :::~j と症例分析・診断学実習に際して，ループ 1) '/クを用いてアウトカムに対するr'l己討'1Jliをさせた.

得られたルーブリックから各項目の、ド均点を算出し比i絞した.

結果より，問実習ともにブロブェ yショナリスムは漸増する傾向がみられ，初[flJよりも最終回lで有古;に向かうた.

さらに，全体に舌侭11弧線装荷作製実習の平均値よりも症例分析・診断学実習のそれが高い傾向をぶした.

この結果より，将来的なポ」トブォリオ討;1面を念頭におくこともふまえレ』ブ 1)"Jクは歯科矯正学問iA(某従実

習の実習に対する応jげに有効なツ』ー jレであることがノJ~IIをされた.

キーワード:ルーブリ y タ，アウトカム基総司~!カリキュラム，ポートブオリオ，臼己学習プロブエソショ「

リスム

緒 百

北海道大学歯学部の専 ~]lõJ 敦子f期に行われる l仰木基礎実習

は，終日を用いた歯の形成や根管治療，ぬJ.iiJ病治療， さら

に岐し操作ヤ痕例分析，診断なと多111支にわたる. このうち

佐i科矯 IF学教室が拐、ijする IÄÜ科矯 IE学基路実~~では， 3年

次後期のi51N11弧線装置史実習(7凶14コマ)と 4年次l!IT

)1:}]に行われる症例分析ー診断学実宵(5日10コマ)で構成

されている.本実:::A{の日標は「歯科矯正学，illf誌で:::A{得した

基礎的，同氏的知識を基に疲例分析i去 a矯正治療・技工J主

体Iを身に付けることを尽標とする.具体的には，プライヤー

の使用方法，矯I1一回線の取り扱いブJ，白イ上鎖若の方法，各

種分析方法と分析結果の台、味，百個11弧線、装置の作製および

使用方法を理解し，修得してもらうことです.J としてい

i北海道大学大学院歯学研究科 的科矯正学教室
三北海道入学病院

3j'昔斐郡北関部地域医療センター(1岐阜県)

t北海道大学大学F完治学研究科 小児・障害者歯科学教室
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る1) また， flJj主叶事としては 1. 矯JU支工て、使う器具お

よび材料の使用方法，取り扱い方法を理解習得する. 2. 

各種分析ブJi去と分析結果の忠;味を瑚 i~平習得する. 3.舌側

弧線装置の{午現および使用方法を埋解し，修得する.の 3

点であゐ.このような実習は知識やスキルを総動員して使

いこなすことを求めるような諜対立である 'tから，いわゆる

パフォーマンス課題ととらえることのできる物である.

このような実宵形態の評価法は各f，[Jあるものの，パブオ』

マンス許制や，j.;-トブすリオ計{耐がi湿していると wわれて

いるつ今回われわれは将来的なポートフォリオ評価の導

入も視~1J'に入れ，特にアウトカムに着尽したルーブリソク

を試行したので概要を報i主寸一る。



歯科矯正学臨床慕礎実習に対する jレーブ 1)"jク

資料と方法

(1i ルーブリック(rubricJ 

j J-，~ブリ y ク (rubric) は本来，米it き，注釈，説明記，

カテゴリーなどの意味があてがわれていゐ 教T子学では，

それぞれの討制基塗について「とこまで達しているのか」

という学びの質を明らかにするために，質的違いをレベル

に分けて表なとに整理したものお，学習蓄の学習成果を得

点化するためのフォームや指針を指しており，そのフォー

ムの中には，学習蓄が何を学習すべきかを示す討ι価規牟

(criterion! および，学習到達しているレベルをノトす評価

基ij>: (standard) があらかじめ設定されているもの'11 な

どと考えられている.日本では2002年度から義務教育に百

棟筆拠許制li(絶対日ffrJfi) が導入され，その手だてとして学

びの質的違いを評価する方法として注目されている:1) 今

回われわれが用いた rubricは jt者首であゐ説斐郡北)14

部地域医僚センターの古付が研修医吊に用いているものをラ

許可を得て 4支'f~l 用に改変した物である.悶 1. 2に「呂側

弧線実117」および「泊二例分析・診断実117」に用いたルーブ

リッケの第 I回目をノj、す.臨床基陀実習の段階という観点

から，アウトカムとしての許filIi項口を f自己学習能力j I恭

本的な'ft支j Iプロ 7xツショナリスム」の 3つのみとし

ている。 これらの各々について，大まかな自己iiH面の規塗

を右にノT~ L. これに基づいて学中は白しよ計三価するものであ

る.学生(ま毎凶 2コマの実自終了 5分前に指示のもと)い

ブリックに記入を行い，あらかじめ配布したファイルに各

自がはさみ込むこと i:~ より，ポートフォリオへの対 1;仁、も jjJ

能にする物である.なおレーブリックには学生の到達度

やモチベ」ションも記入させ， さらに振り返，コて今日

良くできたこと，わかったこと I (必ずなにか書く)J，お

よび l振り返って今日失敗したこと，わからなかったこ

と j. という項けを設け， 1辰り返りをしi的に自由記載さ

せている.なお，ブァイル!こはi'itIEJの実官終了時に振り返

りの一部として記入した jレーブリックの他， 自己学習の結

果や課題に対する答えなども扶み込んでおり，学官者ヤ教

育者がいつでもみられる環j免にしてし=る.なお，現時点で

は試行としてのfii:i@づけから，~:f:牛A には|翁 }J をあおぐもの

とし，成紡への関与ーは 切ないことを事前に説明している.

(2i 実官項目

E恨1]弧線装置作製実習

]回ヨ“大Fl的へのパンドの試適，印象，作業模型作製

2凶日.維:t4装置銭着
3間百・脚音1¥屈曲

4凶呂舗脚部!ポ山

5回日・主線屈[111と

8凶ヨ“ li庁11"，'と完成

7同:1舗模別への装着ならびにも脚力弾線の屈[111と鍛着

症例分析・診断学実官
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I回は:f~l] 両頭 tr~エックス紋規格写真トレースと解古1]'1':

的構造の珂解

2回11: f~l] 而頭部エソケス線規格'ザ点分析と解釈

31日!日:枝子r;lf分析と解釈

1 fiJl日:抜j¥1;1分析と解釈

5凶日:診断.i台桜，it画の立案に関するグもループディス

カッションと発表

13! 対象と方法

平成21年度の 3年次学生(平成22年度の 4年次学生)を

対象とした.これらの学斗♂に対して行われた平成21年度1;5

側弧線装置作製実習」の際に得られたルーブ 1)ック，なら

びに平成年度 l症例分析・診断学実官」の際に得られた

ルーフリック，を資料として用いた.なお I舌側弧線装

置作製実のノレーブリァクは実 1守凶数7凶分の他，合体

を通した jレーブリックをJJ[Jえ 8回分症例分析陶診断学

実百]」ぴ))レ」ブリァクは同様に，実営団数に加えて 6団分

を令するが，今1"]は実習そのものに用いた Jレーブリツクそ

れぞれ 7四分と 5回分を用いた.得られたル」ブリァクか

ら各項けの平均点等を算出し，比較した.なお，平成21年

度「舌側引ll*;~公 L8~作製実習」と、「成22年度「症例分析・診

断学実習」との比較のため，問実習ともに資料が整ってい

る学生のみを対象とした.すなわち長官を受けた学生共

に 58~ろいたが，欠席やル』ブ 1) ")ク去の記載漏れなどでい

ずれか」カでもデータが不足する場合には対会とから除外L

た.この結;果， mいた資料は46名分となった.また，学生
に(土木Jレーブリックを教育研究の目的で用いる事を伝え，

これに士、jして告而にで同立を得たもののみを対象とした.

高富 果

1Z! :3に舌側弧線装置作裂実智と症例分析・診断学実習に

おける l自己ザ:'，可能力j 1 基本的な手技j 1プ口ブゴアショ

ナリスム」の実習ごとの平均値の推移をノト‘す. これより 9

両実習ともにブロフ xjショナリズムは漸増していた.す

なわち，舌恨1]弧線装置作製実習では初1"]が平均6，6であっ

たものが徐々に増加し、ド均7凶?に，症例分析，診断学実沼

においても初l叶平均7，1であったものが徐々に増加し平均

8 ， 1 になっていた.また 9 症例分析圃診断~:f:~'支官においては，

自己学:::A{能力も初!日l干均6，6であったものが徐々に増加し

平均7，1に漸増していた. さらに，全体に舌倒|弧線装置作

製実 :;J?ilの平均値よりも症がIj分十ff.診断学実習のそれが高い

傾向を刀、した

次に，各実習における 3つの評価以日間に Shapiro-Wilk'お

test for normalityおよび、 Leven日'svariance homogeneity 

lestをfrっfニ one-wayANOVA， Tukey HSDによる

を施した.この結果，舌預1]3瓜線装置作製実習に

おいては，被終凶において，基本的な手j支の平均値6，9と

ブロフーLツショナリスムの平均値7，7との問に有志な差 (p

=O，OZ:3)が認められた.一方， ~JT~例分析・診断学実習に

-47 
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1) ~jWj弧総長雨の偽造と用途を理解できる 2 )討しを的解 L，iEしい使用刀、で Aる

3 )バンドの試遮ができる 4 '印象採仰とれ=業股引の作裂ができる

良くわからないうちに実??がおわってしまった
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本!Iの進行状況 (13/Mav/2010)必ず喜一いてください.

ブロダクツに付する

1; 資料を大切に吸えること

2) E員古iじ;の各古iじ;す〉カミ訂iU石すj
3U} 各υ，sr悶洩測リ点カが、I正!正:液に没定さオれLていること.

セファロトレース，川県IJ点の設定
弘前

実 U的
1 )頭部の各部分がレントうンフィルム上でどの依:二映るかを理解できる

2 )セブァロ分析に111，、る川出IJ占にどのぷなものがあるかを理解できる.
3 )作悶により求める;，h則点で;ムその求め方を理解できる.
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三
山
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ぶ
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1
J」
，
¥
可

良くわからないうちに実??がおわってしまった

子 ;~(l や筏:まあまりしなかったが，ライデーは、?に友人)の助げを 13 ながら，実 Fi、j谷を 6 割程
度理解す;殺できるー fll/えさ点{土見つけたが‘解決の手段がわからなかった.

山口洋点

(10/1;詩J三)

。

f";?マや行はある度1iった.ライタ-に友人)の助をi'iながら， :3ミ内在を己主IJ程度理
解実践できる.同起点(立見つけ，解決の手段を有る千里度見つけることができと

自分自身で予73復習をしっか 1.111い元管内容を十分に浬解実践できる，間泌，r':Iについては，様々
な方1:1;で角平がとできる

立古尚トレースの，::iI¥1ミもわからず ほとんど友人心手伝ってもらった

ライター(叫に友人)の~)) ，を{与ながりではあったが噌実習はほぼ自分ですべてわえた. トレー
スや口li則点の設定は十分でない[iiiも有ったが市そのな味{ま有るお主士理解できた.

5 

円

J 

ハ
Ui
 。
「
o 

トレー
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将来的科医となることをふまえ，人:に閃するよ 1Iを7J:ぷ Lながらミにのそんだ.

;{~ l'fi科医師となることをふまえ， tr::こ関する項Uをな淡いなおかつ有るれ度実践に努めなか
ら実習にのぞんだゆ

ライデ-に友人)の助言を得ながらではあったが，実~~;J はほば自分ですべて行えた.
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参考となる経験

自分のヲ':~i) スタイル

ライ 7ーとの閃係(依存・

中間・独立，他)

友人との関係 (1衣存・中
附・独立可他j

~弱者続的な学習

亡f>F{~J::0:の分析とそれに
対する E攻:持計画のv業

ニュアルの主主Hfi

とのよ七校

三次元(頭蓋骨j と:次元

トレース)のJ理解
トレ ス測の}T~解

ライターからの f':t~fへの回
答

としての規範を考え

たことカ、ある

ことが何となく理解で
ミえる

B C')実留を的手証的にとら
えられた

許制jJn汀

ぷ践の実践克幸子に必要な知

のn分でのlf1.1)入
れ，新たな '}:;.{~l ， およひ、継続

的に ~'Y-:??lする能力など.

歯科矯If:'}:の診断に必民主:手

技について‘思解でき，かっ

実施する能力

己学能力

ブコロダクツ(まトレース‘ ロh則
を経えた{査のトレーシン夕、

/又一ノ¥ー

i豆絞り見よるで， 忠イ主や千子会語、ら
dhる知ぷ，技術，態f弘

行動であり，生涯宇ゃ能)J

C')来立11'，↑ん?担を怒犯できる能
力があり， 1翁湖面れだ11，
jE!I{，利{他性，他人へのサー
ビスギi竹中なとを有する 学>(!}

~~~f支を含む

基本約な子技

1I を 7J:ぷしながら実践に努め，商いぷ滋;で 'j~ャ7将来的科医師となることをふまえ，人.1こ閃する
をわった.
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図3
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6.9に対する ii]例分析・診断学実習平均値の平均値は7.5

(p =0凶033)であった.
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初回および蚊終恒!の I記における
各計últlmll の，y:t~J点の災

日 初1m，b: 1¥土終!口l

基本的手技自己学習能力

点数 図4-b 最終回
10 議機
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基本的手技

白苦側弧線装置作製実習

図症例分祈圃診断学実習

自己学習能力

b 図4-3， 
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おいては， 2 [fl]口の臼己学習総力の平均値6.8とブロブェ y

ショナリスムの平均値7.5との問に (p=0.043)，および

技終凶の基本的な子J支の平均値7.5とプnブ.T."Jショナリ

ズムの平均値8.1との問に宿泊:な港が認められた (p

0.039). 

さらに，各々の評価項目に対し，各実習の 1~J [rI]と最終日

との問!こ pairedt-t巴stによる検定を行った.これより，各

実留において初回よりも心終回の点数が有忠;に高かった項

げは， oiWI弧線装置作製実習ではブロブコァショナリスム

であり，平均値(七6に対して最終間平均値7‘7(p =()‘0(0) 

であった. 方，症例分析・診断学実習では，白己学1可能

力の平均値6.6に対する最終回平均値7.7(p = 0.0(0)お

よびブnブゴアショナリスムの平均値7.1に対する最終回

平均値8.1 (p =0.0(0)であることが明らかとなった.

|立14-a， b に「自己学官能力J 基本的な子技ブロ

ブ L ツショナリズム」の各々の呂側割以字、装置作製実習と症

例分析ー診断学実官の初回と最終凶(汚側弧線装置作製実

:::A{の 7:口i日と杭例分析・診断学三足首の 5[口i日)の平均1[1白jこ

差があるかどうかについての検斗を pallでdt-testによる検

定を行った.これより，図 4-;)に示す初|口|において両実

習問に有，主差が認められたi負目はブロブ L ツショナリスム

であり， Òi~11弧線装置作製実習の平均値6.6 に対して症例

分析・診断学実習の平均値は7.1 (p =0.(38) であった.

方，同4-bに示す技終[旦|において再実習問に有立な差

が認められた J)~ げは 2 項目であった. 1つは自己学習能力

で呂偶11弧線装置仏製実官の平均値7.1に対する症例分析・

診断学実習平均値の平均値は7.7 (p = (). 0(4)であり，も

うlつは基本的な手技で呂側弧線装置作史実留の平均値
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考 察

近午 9 欧米を"ILL'にカリキュラムはプロセス基鍛型(子個

官標準初日11) からアウトカム基機苅'1に徐々に移行してき

ていふ6.7) 従来の，医学の基礎となゐ基本的かつ必要な

知識を教育者が学習者に教え，学習効果をテストで討IlJfi-f

るといういわゆるプロセス慕慌引カリキュラムは，プロセ

スを進める主体が教育おにあるが，これまでの医学教育で

育成してきた専門的知識や技能を追求する医師が必ずしも

実際の医療現場で求められているのではなかったという反

省がある8) これに対して 9 患者や|司僚とのコミュニケー

ション能力に優れ，職業-色、識がおし医療現場て、の決定を

科学的に行い，かつ患者の社会的背によすする配慮のでき

るi芝刈1が求められるようになってきたが，これを求めるも

のがアウトカム来性別カリキュラムであるn.日このアウ

トカム基1'i':t型カリキュラムは ACG¥JE(Accreditation 

Council for Gracluate lvJeclical Ecluc，ltio[1米関卒段、研修認

定民委員会)によれば(1)Patient Care :患者うア， (2) 

¥leclical Knowleclge :医学知識， (3) Practice-basecl Learn-

ing and Improvement 診慣の質管理と己主著， (1) lnterper 

sonal ancl COlllrnunicalion Skills 対人・コミュニケーショ

ンスキル， (5) Profession日lism フ。ロブ X 'Jショ「リスム，

((，) Sy日lerns-ba日eclPractice : j-!tJやシステムにlふじ .91 

などとされている.このようなカリキュラムの評価には A

部多校選択問題もあるが，客観的臨氏能力試験， さらには

自己バ乙価や自己省察をもちいるポートフォリオ評価なども

多用されるに至った8: ノi'1BJわれわれが試行したループリ

yクで学作:こ [e[己記1l日lを求めた「自己学習能力J 基本的

な手技J rブロブエツショすリズム」はアウトカム恭椴司

カリキュラムで求められる資質としてのアウトカムに柏当

するものである.現在日本ではアウトカム基盤引教育その

ものが没i乏していないという点は考慮する必要があるもの

の，将来的にカリキュラム変史等があった場合に対応可能

な計制)ji去の!つであると考えゐ.

臨床基礎実n"'lのうちネi科矯iEγ:数誌で担当している呂
側弧線装置作製実百においては，カリキュラムの都合上，

矯 IF学各論を学んでいない段階での受必となる. :)年後期

から始まる歯科矯正学総論の講義において，基能的な知識

はあるものの，装置に関する知識Jコ!'l:jの移動に関する講義j

は行われていない段階でじっ実習となる. このため，装置そ

のものの概念や適応症例などについても実習1']]に学生に基

本的な部分をJ是供することが必須である.このことは逆に，

学習行である学生にとっては自己学習能)Jを高める機会に

はなると考えられる. 方症例分析・診断ず:実は

とほぼ平行して行われるものの，特にセファロ分析の

ように解釈が必要なものについては，日露誌の埋解はもとよ

り， '市filjを解釈して診断し，治機方針を決定するためにも，

を通じて自己学官能力の向上が必要な部分である.
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じ己 2つの'支官については，共通的に自己学官r][UJをおめ

ることを目的のひとつに， (l)各実習開始時に行う振り返り

としての復官および予習したものの記述(約10分間)， (2) 

olH110Jr，線装置の使用法などのνポート， (3 J1[1;1~1jの試問， (ぺ)

実習の進んて、いふ学習者から仰の学習者への積極的ij:助， ， 

の推も:~，などで対 I;L; している. さらに:1u例分析・診断学

実官においては実官開始2週間程度前に「セファロ分析の

十月」を与え， 事前に埋解を{35めさせることを%!:lZlしてい

る.これらの予習， 1辰り返り， レぃトは Jレーブリ yクを

し、れるファイルで 4緒に管理することで，教員がその状況

も把隠する 'J:iが可能となる.すなわち 9 教員はファイリン

グされているル」ブリ yクや自己学習を縫認する事，さら

には各個人の毎自のできた'Fやできなかったづ!のコメント

を閲覧することで，学生の気付きや蹟きを値目Ijに線認する

ことが可能となり，フィードパ yクを行うことでより形成

的な討'1出1を実践できゐと考えどl.

現時点での歯科矯正学主主従実習の計L価は，教育目標を達

成したかどうかを主に技工物やレポートなどから行う絶刈

詳細である. しかしながら，実習の場合，教員や TAの介

入状況が学習者によっても教育者によっても-)?なるおが容

易に怨像され持に ò iMll~瓜線、装置では教員や TA による Hl

短的な介人は極}J避けるようにしてはいるものの，ワイ

ヤーの屈山や鍛~o.;などは故低限の介入は不可;援と考えられ

る.このような点から 9 数千l'襟を具体的に九てはめた絶

対討ilfliを行い得るかどうかにそのものの疑問が姥る. さら

に，実習そのものがいわゆるパフォーマンス或題として位

置づけられる以上 2) 関心ゃ:立欲，態度，などの部分の討

価が大切になる.このような点に着目すると，今回用いた

jレ}フ())'J '1び〕 各種プロダクツグ〉苔Hlはポートブオ

1}フiとして蓄えられるべきものと考えられる.ポートフ万

リオはそもそも，建築家や芸術家，ジーγーナリストなとが，

これまでの行事をファイルした「作品歴」や「活動出」を

さす.ポートブオリオからは， i位十|主や能力やセンス，潜在

的宗誌，将来のnJ旋性など，ペーパーテストや数値て、はか

れないものが見えると Jわれる 10) このような概念から

発生したポートフォリオをioかした討イ面の迎用(よ自己計二価

が中心となり， さらに 9 蓄積されたル』フリ yクは各白が

ブ fイルにして保管することから，気付きと自己省察， さ

らにフィードハ yクに対しても有効な手だてとなる.こう

した背誌を考えると，歯科における実習こそ，ポートブオ

リオによって評価することが学習訟にとっても有効である

のではないかと右える.

結果より，全般に自己学古ItJfUJやプロブエソショナリズ

ムにおいては，実習の凶数を京ねるごとに平均値が上昇す

る傾向がみられ，特に舌側 ~JJ.vi'泉装置作製実習におけるブロ

ブゴツショナリズム，症例分析，診断学実習における自己

学習能)jとプロフェ yショナリズムでは初回に比して以終

凶で有色、に尚い1v立を示していた. さらに， IUlj実留の比較で



52 佐藤嘉晃ほか

{ま，全般にどの評価項はも痕例分析，診断学'支官で、白し、傾

向がみられた.特に，自己学習能力と;J，J;:*的な手技では披

終回で 9 ブロブ..L"Jショ「リスムでは初回で両支官出]に有

;古;な差が認められた.これより，学習者のプロブゴツショ

ナリスムや向己学官能)Jがおのおのの実官手通して向 llJ

たことがお]える. ~j~(こ山U~'，"l間ぴ〕初凶における比較で，

症例分析・診断学:実官のブロブ L ')ショナリスムの平均が

ぬ立に ít'"~J かったことは，学年が 3 19二から 4年に上がること

による個人の立ぷの変革ーもあった可能性がノj、唆される.一

方，症例分析・診断学実習においては，実習の多くの部分

を手技よりも実習内容のJ巴民や計測漬けの解釈，それに基

づし、た治療計画の立案という部分でしめられ，さらに最終

日においては，個々の月二j忘した診断・治療ブiJiiーの立案に関

するレポートをもとに，グループ討論と発火を行うさ告から，

より自己学習能力を高める必安があったものと考える.生

波紋育の視点を育てゐために自らが学押ニース，学資 llt~

を明確化し，学習 }J略を決定し，自己討、i価するという習慣

を身につける必要性が主要視ぷれる昨今ll)自己学 I可能

力をアウトカムとしての零要な位置づけとすることは大切

な視点であると考える.なお，症例分析・診断学実習にお

ける技終lillは 2コマではあるものの，課題に立脚しなが

ら学習を進める邦題解決!!2のグループ学習の一つである

PI:lL (Problern I:l日目edLe<Jrning) チユ」 トリアルを念頭に

置いて行っているものである.

プロブエツショナリズムの概念は21W:i己に入り同際的に

も議論が活発化している 12.13) この概念はアウトカム慕

盤型教育で京視されるものであり，米間内科専門

b. 
~， 欧州内科学連合の合同提案「新千年紀

のプロブ.:r."jショナル L3!では， (l!患首の福利を第

ーに考える， (2)患者の自礼J'I空 ¥palient日llwnomりを尊

取する， (3)社会正義(社会的公1['1咋)を推進する，があ

げられている.また Grlle!l等は， (lì 布 ~]lõJ 的な一連の知

ぷを有する， (2)自由裁量に基ついて実践し自己規制する，

(3) 11記入Jコ社会に対してギ1J1也的Iこ傘イ上す一ゐ， (4) 門的な知

n古~ヤスキルを対H寺・刻、ブミする任カτある，などを profes 

日 IO !lとしてあ 1) て~ >る 14)このような，ブロブ L 'jショ

ナリスムの概念は sloomのタキゾノミーでは情ぷ領域(態

度教育)にかかわる場、口も多いため， W;iki'え?守主nのみなら
ず，基礎教育期にも少しずつ浸透させる必要があると考え

る. しかし，本学吉[;0)みならず， 日本では敦子f手法の離し

さから，必ず Lも十分に学生が身につける環境にあるとは

えない.繭科矯IF学実習においては各実習の初回におよ

そ10分程度でその概要を知らせるのみであるため，全く不

十分な観は否めない.こうした背誌を考えると，ブロフュ

ソショナリスムの平均点の|昇J土，学~~i ~行が|分に，日;味を

埋解して自己主干佃iしたか， と言う点からは不十分な部分も

あると考える. しかしながら，早い時期からプロフェ yシ

ョすリズムの概念を浸透させ， 44fにブロブェッショナリズ
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ムで大切なリフレクション{ブイ ドノ、ァク)をこの段階

から行う 'Fという点では有効で、あると J与える.

今回 9 歯科矯花テ続i永基礎支宵に用いたルーブリァクに

ついて，おもにアウトカムの観点から険討を行った.その

結果レーフ Jj'Jケそのものは，アウトカム基捻型カリキ

ュラム向きのものであるが， f見;1犬のカリキュラムにおいて

も振り返りや形成評価，ブロブ L 'Jショナリズムの概念の

没透という点では有効なツールであると考える.

市吉
圭乙〉

日開

今回歯科矯正学基礎実習を受"品した学生に対してルーブ

リァクを用いた自己百I'ufiiを行った.その結果，将来的なポ」

トフォリオ評価を念頭におくこともふまえ，ルーフ J)"Jク

は歯科の実習に対する許ilfliに有効なツールであることが示

唆された.
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ORIGINAL 

Trial introduction of rubric for the basics of dental practice in orthodontics 

Yoshiaki Sato
J
， Shuichi Yamagata

1
， Hiroshi Iwasaki¥Toyohisa Kusakabe

2
， 

つ

YulくiSuεawara-Katol宅 TakenoriKim
J
， Takashi Kajii 1宅 TomooKaneko2， 

Takaaki yaI11alI1Olio2唱 ManabuYoshimura3， Yasutaka Yawaka4 ancJ Junichiro IicJa1 
') 

ABSTRACT : The School 01 [)仔ntal~'Iedicine 01 Hokkaido University teaches a curriculum inclucJing the basics 01 cJental pr日C

tlc巴inorthocJontics whelで theDepartm巴nt01 OrthocJontics contribut巴日 tlVOcourses. One is practical training in making lingual 

出じli(3l
fl
話radecuurse)， alld Llle ollter isい(acLl山1lraillillg ill CaseλIlcilysis al日Jdi時 Ilosis(4th話「川Jecourse). Tlte clinlol 

these tl¥'O cour日巴sis to instill the sJ，ills of an81yおiお8ncJcJiagnoおis，the conceptぉ01orthocJontic treatment， 8ncJ cJental techni 
ques. However， it is dirricult to evaluate these skills as u performance exercise by conventionul methods. Recently， fIIedical 

educatio日hasseen <1 gradual shill Irom objeclive-b<1sed ecJucation to outcoll1e.baぉededuc<1tion， and the ponfolio haぉbeenused 

，IS an assessment ancl learning tooL vVe have lIsecl rubrics on ，1 trial basis for間 If-evalllationof tlw practical training with tlw 
focus on outcoll1es incl uding prolessional is日1守 S守1f-leilrnin日compet守nce，i1nd the ability of skills in basic procedures. Tl1e aim 

01 thi日目tuclyis to eval uate th日巴Ilectiveness01 usin日rubricsaS an a日目巴ssmentancl a learning tool 

Forty-six srudents 01 th己 gradeyea r i 日2009(4
th grad己in2010) took part in the study. ylεan values 01 th己rubricsof 

巴ach01 the practical training categories IV己iで usecllor th己己valuation

Th守 resulr.sm日ybe Sllmm日rizedas lollows 

(! i The avenJge日corein prolessionali日mgradually increased with time in both courses. There were日tatisticalJv日ignilica口t

diff引でncesbθ上I¥'eenthe score the first till1e and thθscorθthe 1日sttllne 

(2i i¥verage scor巴sof each outcome in the practical traini日立 Incas巴analysisand diagnosis tend日CIto be higher than the 

scores in the practicill training of making lingual i1rch 

These res ul ts sugg日目tth日lU日ingrubrics lor Jearning th巴ba日IC目。Id日ntalpractice in orthoclontics hacl some ellect both on 

assessments and as a learning wol 

Key Words : rubric守 outcome-basecJecJucation守 portfolio、self-learningcompetence， professionalism 
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